
 開催日:2024年5月21日(火)-22日(水) (1日目・2日目)
 場所:和歌山県西牟婁郡白浜町椿地区
 会場: 21日 (火)10時～17時 旧椿小学校・ 22日(水)10時～17時 白浜町最終処分場

 テーマ:「孤立集落の自助・共助を考える」 何を蓄え何に備えるのか?
 対象者:多数の孤立集落が想定される市町村の首⾧・孤立集落想定地にお住まいの企業人

自主防災組織の構成員・企業BCP担当者・自治体の危機管理担当・個人の方など
 定員:300名
 参加費:無料 (交通費・宿泊費・食費等はご負担いただきます)
 Mission
1:孤立集落問題の自分事化! 令和6年能登半島地震の孤立集落から学ぶ
2:能登半島被災者とのパネルディスカッション 「公助が行き届かない」とは実際はどういうことなのか?
3:道路啓かいの実情と対策とは? 「急傾斜地+沿岸主要道路特有の道路啓かいとは」

 主催:一般社団法人 災害対策トレーニングセンター支援会(DMTC-SA)
熊野災害対策コンソーシアム

 協力:東京大学生産技術研究所附属災害対策トレーニングセンター(DMTC)
株式会社 Crackin SBIR(国)(24-3)第007号

協賛: オレンジロケッツ株式会社・西松建設株式会社・和歌山南漁業協同組合
株式会社寅壱・ワシン建設株式会社

後援:和歌山県・田辺市・白浜町・上富田町・すさみ町
 お申し込み: Googleフォーム https://forms.gle/bRsUvBwjvCJ43fsh6
 お問い合わせ:DMTC 研修申し込み窓口 tdmtc.tokyo@gmail.com

日本に15,000近くあるといわれている孤立集落。
広域同時被災時に何を備えるべきなのか>

白浜町・椿地区を舞台に考えましょう。

孤立集落サミット

一般社団法人 災害対策トレーニングセンター支援会

参加者募集

(和歌山県 白浜町 椿地区)

令和6年能登半島地震
を教訓に!

↓お申し込み↓

2024年5月21日(火)-22日(水) (2日間開催)

令和6年能登半島地震を教訓にできるか?

2024at  TSUBAKI



令和6年能登半島地震調
査報告

10:0021日

能登半島地震調査報告11:00

孤立集落パネルディスカッ
ション

13:00

専門機関報告14:00

道路啓かい最前線報告
同時開催 防災関連企業
ブース出展・防災教育機関
ブース出展

15:00

17:00

4輪多関節型建設機械の
有用性実演

10:0022日

MenziMuck社製スパイダー
パイロットによる実演と指導

11:00

スパイダーパイロット意見交換会13:00

住民による道路啓かいの可
能性を考える

14:00

孤立集落想定地の自主防
災組織の在り方

15:00

解散16:00

Timeline

• 宿泊先は、紹介のみいたします。各自でご予約を!

※予定は変更される場合があります。

1:孤立集落問題の自分事化!
令和6年能登半島地震の孤立集落から学ぶ

過去何度も起こっている孤立化になぜ対処できないのか?
何を備え、何を訓練しておけば
助かるはずだった命を助けることが可能なのか?

2:能登半島被災者とのパネルディスカッション
「公助が行き届かない」とは実際はどういうことなのか?
令和6年元旦に能登半島で本当は何が起こったのか?
何が出来なくて困ったのか?なぜできなかったのか?

3:道路啓かいの実情と対策とは?
「急傾斜地+沿岸主要道路特有の道路啓かいとは」
高齢者しかいない限界集落で道路啓かいができた理由
「未災地」で何に備えるべきなのか?
「公助」の新しいやり方を考える。

しらさぎ荘 https://www.tsubaki-shirasagi.jp/


